
２ 事業の概要と成果 

 

（１） プロジェクト目標の達

成度 

（今期事業達成目標） 

今期の事業をとおして３００名が参加する農民グループのメンバーを中心と

した生産協同組合が組織化された。協同組合では２年次に建設したショー

ルームの生産物を集荷し、週１回約９６ｋｍ離れた市場へ供与車両を用い

て搬送する仕組みを確立した。これにより、本事業中形成された農民グル

ープ３００名のみならず、７３０世帯２，３００名が生活するカセプハンの住民

が野菜栽培をおこない作物を地域から遠方の市場まで販売できる体制が

整った。３年次に野菜栽培をおこなった各農民グループの共同菜園および

メンバー個人の所有農地からの収入は、全体で １，７９５，６０８，０００ル

ピアとなり、平均して世帯当たり年間 ５，９８５，３６０ルピアの収入向上と

なった。これにアグロフォレストリー・畜産・養魚による収入および、今期直

接現金化されていない資産としての畜産・養魚の市場価値を総計すると、

全体で ４，６５８，４７９，５００ルピアとなり平均して世帯当たり年間 １５，

５２８，２６５ルピアの収入向上となり、世帯の年間収入は ２３，９２８，２６５

ルピアとなった。結果として、同農民グループメンバーの事業前の年収８，

４００，０００ルピアと比べ、１８４．９％の上昇率となった。 

ゴミ銀行を利用した廃棄物処理活動においては、全住民の１００％がゴミ

銀行への廃棄物の持ち込みを経験しており、６１．７％の住民がゴミ問題に

ついての大幅な改善を感じており、生活環境が改善した。さらに、２０２３年

３月に完成した１２ヶ所の共同水場（ＭＣＫ）により、４０３世帯が汚染されて

いない水を日常的に直接利用することができるようになり、さらに２２３世帯

でもパイプ設置により間接的に同様の水を利用できるようになった。この共

同水場（ＭＣＫ）設置にあたり、事業開始前に実施したアンケート／聞き取

り調査では、これまで皮膚炎や疥癬に罹患したことがあると回答した者が３

８．７％であったが、事業完了時には１６％であり、事業実施前と比較して

約５８．６％減少した。 

実施期間中も一貫して、首長（Ａｂａｈ）をはじめとする長老グループや住民

への聞き取りをし、随時ニーズの把握に努めたことで、伝統から逸脱する

ことなく、カセプハン住民の収入向上・生活環境の改善を実施し、上位目標

を達成した。 

（今期事業達成目標） 

協同組合が設立され、事業終了後も受益者が組織的かつ主体的に農業

および廃棄物処理の活動を継続していく力を身につけると共に、ゴミ銀行と

水場改善の取り組みを通じて事業地の環境・保健・衛生状況が改善する。 

（２）活動内容 

 

1. 住民グループの組織化と組織力およびマーケティング能力の向上 

 

・農民グループの月間定期会合を地区毎に開催する。 

【１〜３年目】 

⇒２０２２年９月から２０２３年７月まで、農民グループに対して月１回の月

間定期会合をスカムルヤ、チプルス、シトゥムルニ全３地区で開催した。最

終月である２０２３年８月は伝統行事である大規模な収穫祭がおこなわれ

定日に農民グループメンバーが集まることが困難であったため、７月の会

合と統合し、さらにフォローアップとして８月中に各メンバーの圃場および自

宅を訪問して事業完了に伴うアンケート調査をおこなった。 

 

・各地区における定期会合時に、協同組合に関する講習を開催する（地区

毎に年２回（１回あたり２時間）、計６回）。【３年目】 

⇒計画通り実施した。スカブミ県貿易・協同組合・中小企業局より講師を招

聘し、２０２２年９月２９日、協働組合の制度・特産品に関する講習会、２０２

２年１０月２５日、協同組合の組合長選出・事業と資本に関する講習会・各

農民グループの代表を対象とした協働組合グループ形成ワークショップを

おこなった。 



 

・各農民グループにより構成される生産者協同組合を組織化する。各地区

にサブ協同組合が１つずつ計３つ、及びそれらを統合するメイン協同組合

が１つ設立される。【３年目】 

⇒計画通り実施した。３地区において各農民グループメンバーにより構成

される、小規模な組合を組織し、それらを統合する生産者協同組合「Ｇｅｌａｒ 

Ｋａｒｙａ Ｍａｎｄｉｒｉ」を成立させた。 

 

・協同組合及びショールームの運営を支援する。（協同組合の政府への登

録手続き、組合員が生産した農産物の販路確保、ショールームで販売され

る製品の開発・改善（パッケージング含む）とその販路確保並びに販売許

可取得手続き、組合及びショールームの経理や組織運営一般の指導）【３

年目】 

⇒計画通り実施した。販路確保の支援では協同組合が供与した車両を使

用して市場へ農産物を卸すことができるルートを開拓し、自助努力による

経営体制を整えた。また、事業期間中に協同組合への政府登録手続きを

支援し、事業完了後の２０２３年１０月２日付公証人による生産者協同組合

設立契約書をもって生産者協同組合「Ｇｅｌａｒ Ｋａｒｙａ Ｍａｎｄｉｒｉ」が正式に

政府へ登録された。この登録で、野菜やヤシ砂糖、コーヒー等、野菜栽培・

アグロフォレストリー・畜産・養魚分野で５４品目の販売許可を取得した。 

 

・協同組合の役員たち２０名を対象としたスタディツアー（協同組合の先進

事例地の見学）を１回実施する。【３年目】 

⇒計画通り実施した。２０２３年３月８日にバンドン県パシル・ジャンブ郡チュ

カン・グンテン村に所在する協同組合Ｒｅｇｇｅ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎを訪問し、効率

的な組合の運営方法、市場へのアクセス方法を学んだ。本スタディーツア

ー後の４月には同協同組合からの学びを活かし、スカブミ県において市場

を開拓、卸売を開始した。 

 

・２０２３年５月１７日から２５日、各農民グループ代表（協同組合の役員）１

０名、チプタグラルの長老グループ代表３名、シルナレスミ村行政代表１

名、そしてスカブミ県行政代表１名の計１５名を対象に、地域おこしや流通

システムについて先を行く日本における短期研修を１０日間実施する。【３

年目】 

⇒一部訪問先の変更をおこない計画通り実施した。２０２３年５月１７日から

２６日の１０日間、各農民グループ代表（協同組合の役員）１０名およびチプ

タグラル長老グループ代表３名（農民グループにも所属）、シルナレスミ村

長、スカブミ県政府協力局長の計１５名に対して訪日研修を実施した。海

外研修生の受け入れ・有機農業研修を行っているオイスカ西日本研修セ

ンターをはじめ、本事業での取り組みと関連性が高い飯場神楽保存会およ

び循環型竹林整備地（福岡県福岡市）、星の文化館・茶の文化館・棚田

（同県八女市星野村）、村役場・農産物加工センター・ライスセンター・シイ

タケ栽培施設・緑化事業地・棚田（同県朝倉郡東峰村）、養蜂場・灌漑施設

（同県朝倉市）、棚田・民泊施設・６次産業化研究開発事業化支援センター

（同県うきは市）、ミカン産地（同県みやま市）、種苗会社・干拓事業地（長崎

県諫早市）等において研修をし、最終日には駐日インドネシア大使館での

研修・意見交換をおこなった。 

 

2. 生活基盤の整備と生活環境の改善 

ゴミ処理 

・オイスカの指導員が廃棄物処理施設における堆肥の製造と無機質ゴミの

処理を定期的に月２０回モニタリング／巡回指導すると共に、処理された

無機質ゴミの業者への販売を支援する。【２〜３年目】 



⇒計画通り実施した。事業期間を通して月平均２５．５回のモニタリング／

巡回指導をおこなった。無機質ゴミの販売先を確保し、協同組合に定期的

に収入が入る仕組み作りをおこなった。 

 

水場改善 

・スカムルヤ地区に８基、チプルスとシトゥムルニの両地区にそれぞれ２基

ずつ、計１２基のＭＣＫ（浄化槽付き）を建設する。尚、これらのＭＣＫは、カ

セプハンの習慣に従い茅葺き屋根（実際には茅ではなくサゴヤシの葉とサ

トウヤシの樹皮を使用）とする。ただし、モスクに併設されるチプルス地区

のＭＣＫの一つは、モスクのデザインに合わせ、茅葺きではなく瓦葺きを採

用するため、この限りではない。【３年目】 

⇒スカムルヤ地区に８基、チプルス地区に２基、シトゥムルニ地区に２基、

計１２基のＭＣＫ（浄化槽付き）を建設した。その内、スカムルヤ地区のＭＣ

Ｋ１基について事業変更承認を得た上、同地区内で設置場所を変更した。 

 

・スカムルヤ地区に建設予定の３つのＭＣＫに水を供給するために、１年目

に補修した用水路から引いた水を溜める貯水槽（４㎡）を建設し、同貯水槽

と３つのＭＣＫを繋ぐ配水管（４００ｍ）を敷設する。【３年目】 

⇒計画通り設置した。 

 

3. 生計向上 

野菜栽培 

・オイスカ指導員が農業資材の自家製造、及び各グループの野菜栽培を

毎月２０回定期的にモニタリング／巡回指導すると共に、生産物の販売支

援（販売先は地元マーケットや小売業者、また２年目に建設するショールー

ムでも取り扱い予定）を行う。【１〜３年目】 

⇒事業期間を通して月平均２５．５回モニタリング／巡回指導を実施した。

生産物の販売について協同組合及びショールームの運営支援を通して指

導をおこなった。２０２３年５月には、１年次に購入した車両を使用して、毎

週同県パルンクダ郡の卸業者へ協同組合経由で農家が販売できる体制を

確立し、販売および生産体制の拡充を支援した。 

 

畜産 

・オイスカ指導員による毎月２０回のモニタリング／巡回指導と生産物の販

売支援。【２〜３年目】 

⇒計画通り実施した。事業期間を通して月平均２５．５回のモニタリング／

巡回指導をおこなった。全家畜のうち、山羊については飼育技術の習熟と

頭数を増やすため販売をおこなわず飼育指導に重点を置き、全体頭数を

当初の１．８９倍にあたる３７７頭へ増加させた。家鴨についても、２年次に

悪天候と技術不足により個体数が伸びなかったことから、今年次は飼育技

術指導に重点を置いたことで２年次完了時の３．２５倍にあたる５，９５１匹

へ増加させた。 

 

養魚 

・オイスカ指導員による毎月２０回のモニタリング／巡回指導と生産物の販

売支援。【２〜３年目】 

⇒計画通り実施した。事業期間を通して月平均２５．５回のモニタリング／

巡回指導をおこなった。 



（３）達成された成果 

   

 

活動１．住民グループの組織化と組織力およびマーケティング能力の向上 

➡（５）活動内容１に該当 

〔成果〕対象地域の住民が組織化され、各農民グループ・協同組合が活動

を主体的・持続的に行っていく力を身につける。 

〔指標〕 

設立された協同組合が、ショールームの運営や各グループの生産物の販

売、用水路やゴミ処理施設、共用水場の維持管理等の主体としての役割

をオイスカより引き継ぎ、事業終了後も活動を継続する。 

⇒生産者協同組合「Ｇｅｌａｒ Ｋａｒｙａ Ｍａｎｄｉｒｉ」を成立させた。２０２３年１０

月２日に同組合の政府登録が完了したことで野菜栽培・アグロフォレストリ

ー・畜産・養魚分野で５４品目の販売許可を取得し、販売活動を広域化し

持続的に発展可能な体制が整った。事業を通しての各分野における農家

の収入向上率は野菜栽培７１．０％、アグロフォレストリー０．２％、畜産６

３．８％、養魚４９．７％となっており、今後は協同組合を通じて村外への収

穫物の販売が展開される。なお、事業完了後は協同組合がショールーム

の運営・各グループの生産物の販売の活動を継続し、さらに上位組織であ

るカセプハンが用水路・共同水場の維持管理をおこなっている。 

 

活動２．生活基盤の整備と生活環境の改善 

➡（５）活動内容２に該当 

〔成果〕生活基盤の整備を通して、対象地域の生活環境が改善される。 

〔指標〕 

１．ゴミ分別を実施している世帯が、対象（７３０世帯）の８０％（５８４世帯）

に達する。 

２．ＭＣＫの建設を通して、約１６０世帯５００名が直接受益者としてこれまで

のような簡易水場や屋外ではなく、安全で清潔な施設で用を足すことがで

きるようになる。 

３．浄化槽を備えたＭＣＫの建設を通して皮膚炎や疥癬に罹病する住民数

が事業実施前と比較して５０％減少する。 

４．新規のＭＣＫ設置に伴い、チプタグラルにおけるホームステイ受け入れ

可能な世帯数が、それまでの１００世帯から２６０世帯に増加する。 

５．事業実施前と比較したチプタグラルへの年間訪問者数が事業実施前よ

り＋１，２００名増加する。 

⇒１．事業完了時のアンケート調査では９６．７％の住民がゴミの分別をお

こない、ゴミ銀行を利用してゴミを販売しており、６１．７％の住民が周辺の

生活環境が大きく改善されたと回答した。 

２．１２基のＭＣＫ建設を通して、４０３世帯が直接被益者として、安全で清

潔な環境で生活のために水場を利用できるようになった。新たに設置され

たＭＣＫには浄化槽が設置されており、事業前と比べ汚水が隣接する池や

用水路に流れ込むことがなくなった。 

３．浄化槽を備えたＭＣＫの建設が完了し、本年度皮膚炎や疥癬に罹病し

た住民は全体の１６％まで減少した。浄化槽を備えたＭＣＫの建設を通して

皮膚炎や疥癬に罹病する住民数が事業実施前と比較して約５８．６％減少

した。 

４．ＭＣＫ設置の直接裨益者である４０３世帯でホームステイ受け入れが可

能となった。 

５．カセプハンの観光担当者によれば、今年度は月間平均約２００名の観

光客が訪れている他、８月の収穫祭では約３，０００名が訪れたことから、

本年度年間訪問予定者数は約５，４００名となっている。事業前の約３，８０

０名と比べ年間約１，６００名観光客が増加している。特にスカムルヤ地区

のＭＣＫはカセプハンの中心地にあり収穫祭の会場と隣接しているため、

多くの観光客と炊事場で汚染されていない水を利用することができるように

なった。 



 

活動３．生計向上 

➡（５）活動内容 ３に該当 

〔成果〕農産物の生産と販売を通して、受益者の生計が向上する。 

〔指標〕 

事業実施前と比較した農民グループメンバー世帯（３００世帯）の平均年収

が以下のように、計１１０．４％（内訳は、野菜栽培２９．０％、アグロフォレス

トリー２．３％、畜産 計２９．６％、養魚４９．５％）向上する。 

（事業実施前の平均月収およそ７００，０００ルピア） 

 

⇒事業実施前と比較した農民グループメンバー世帯（３００世帯）の平均年

収が計１８４．９％（野菜栽培７１．０％、アグロフォレストリー０．２％、畜産 

計６３．８％、養魚４９．７％）向上した。各科目の詳細は以下のとおり。 

 

＜野菜栽培＞ 

平均年収 

（世帯当たり） 

事業実施前：８，４００，０００ルピア 

 

全体年収（３年目） ３年次目標：７３０，０００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると２，４３３，３３３ルピア） 

３年次実績： １，７９５，６０８，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると５，９８５，３６０ルピア） 

収入向上率 

（世帯当たり） 

３年次目標：１０，８３３，３３３ルピア↑  

２９．０％↑ 

３年次実績：１４，３８５，３６０ ルピア 

７１．０％↑ 

※１年次に村内に設けられた３．２Ｈａの共同圃場で指導を受けた各農家

が個々に野菜栽培を実践する耕作地が１０．２Ｈａ（１年次）から１９．９Ｈａ

へと９．７Ｈａ拡大したため、全体の収量が増加した。 

＜アグロフォレストリー＞ 

平均年収 事業実施前：８，４００，０００ルピア 

全体年収（３年目） ３年次目標：５８，５００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると１９５，０００ルピア） 

３年次実績：６，７３０，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると２０，４３３．３３ルピア） 

収入向上率 

（世帯当たり） 

３年次目標：８，５９５，０００ルピア↑ 

２．３％↑ 

３年次実績：８，４２２，４３３ルピア 

０．２％↑ 

※本年度は雨季の長雨・日照不足が原因でライム、コーヒーの生育が遅

れたことにより収量が少なくなったが、アグロフォレストリーでは主な収入源

予定である丁子及びサトウヤシが収穫可能となり始める８年目より約１，０

５３，０００，０００ルピアの年収があることを目標としている。 

＜畜産‐家鴨・山羊＞ 

事業実施前の平均

年収 

（世帯当たり） 

８，４００，０００ルピア 

全体年収 

（２年目・家鴨） 

３年次目標：５６７，０００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると１，８９０，０００ルピア） 

収入向上率１０，２９０，０００ルピア↑／ ２２．

５％↑ 

 



３年次実績：４７６，０８０，０００ルピア（３００世

帯で分配すると１，５８６，９３３ルピア） 

 

収入向上率９，９８６，９３３ルピア／↑１９％ 

全体年収 

（２年目・山羊） 

３年次目標：：１８０，０００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると６００，０００ルピア） 

収入向上率９，０００，０００ルピア↑／ ７．１％

↑ 

 

３年次実績：１，１３１，０００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると３，７７０，０００ルピア） 

収入向上率１２，１７０，０００ルピア↑／ ４４．

８％↑ 

＊合計収入向上率 

（世帯当たり） 

３年次目標：１０，８９０，０００ルピア↑ 

２９．６％↑ 

３年次実績：１３，７５６，９３３ルピア↑ 

６３．８％↑ 

 

＜養魚＞ 

事業実施前の平均

年収 

（世帯当たり） 

８，４００，０００ルピア 

全体年収（２年目） ３年次目標：１，２４７，２００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると４，１５７，３３３ルピア） 

 

３年次実績：１，２４９，０６１，５００ルピア 

 

（３００世帯で分配すると４，１６３，５３８ルピア） 

 

収入向上率 

（世帯当たり） 

３年次目標：１２，５５７，３３３ルピア↑ 

４９．５％↑ 

 

３年次実績：１２，５６３，５３８ルピア↑ 

４９．７％↑ 

 

＜総計＞ 

事業実施前の平均

年収 

（世帯当たり） 

８，４００，０００ルピア 

全体年収（３年目） ３年次目標：２，７８２，７００，０００ルピア 

（３００世帯で分配すると９，２７５，６６７ルピア） 

 

３年次実績：４，６５８，４７９，５００ルピア 

 

（３００世帯で分配すると１５，５２８，２６５ルピ

ア） 

収入向上率 

（世帯当たり） 

３年次目標：１７，６７５，６６７ルピア↑ 

１１０．４％↑ 

 

３年次実績：２３，９２８，２６５ルピア↑ 

１８４．９％↑ 



  

※この増収は、高校生１名の１年間の下宿費、学費・制服４種類・教科書

の購入費、約６ヶ月分の食費にあたる。 

 

なお、本事業３年目の実施を通して、主に以下のＳＤＧｓの目標とターゲット

の実現に寄与することができた； 

 

目標１：１．１， １．５ 

目標２：２．４ 

目標６：６．４， ６．ｂ 

目標１０：１０．２ 

（４）持続発展性 ハード事業として建設したＭＣＫは２０２３年７月２１日にカセプハンに引き

渡しをおこない、今後はカセプハンによって維持される。カセプハンでは建

築専門家の住民によって定期的に施設の維持管理をおこない、修繕箇所

があれば適時修復をおこなう。修繕費用は住民がカセプハンへ収める費

用の中から年度予算として支出される。 

 

ソフト事業としておこなった、住民グループの組織化と組織力およびマーケ

ティング能力の向上のための活動では協同組合が政府登録され正式な作

物の販売許可を持つこと、車両の引き渡しに伴い組合が市場に作物を運

搬可能なこと、事業期間中に既に販売をおこない収益が上がっていること

から、持続発展性は高い。また、生計向上活動を通して、１年次に施工した

１６２Ｈａの水田にかん水可能となった用水路が活用され耕作可能地域が

増加したことに加え、３年次まで継続した巡回指導をおこなったことで生産

性が大きく向上している。このため、はじめに耕作をした３．２Ｈａの共同圃

場のみならず農民グループメンバーが各個に１９．９Ｈａを野菜栽培の目的

で自ら耕作地を増やす結果をもたらした。事業完了までには、カセプハン

内の農民グループ全体で２２．１Ｈａ以上の範囲で野菜栽培がおこなわれ

る様になった。さらに、家畜、養魚は農家の直接収入源としてのみならず資

産として保有され、必要に応じて現金化が可能であると同時に自家繁殖で

個体数が増加できる他、アグロフォレストリーではさらに５年後に本格的な

収益化が予想されている。これらの生産物について協同組合が販売窓口

となることで、これまで作物の売り先がなかったカセプハンの農家にとって

販路が確立される結果となった。協同組合は卸価格の約５％の販売手数

料で市場までの輸送コストを確保できることから、市場価格が安定している

限りは農家にとって主な収入の確保先となる。特に用水路修繕の効果によ

り水源が確保できる乾季での野菜栽培は、近隣地域が不作となった際に

価格が高騰する傾向があり、同地域の農家にとっては高収入となる可能

性が高い。生活基盤の整備と生活環境の改善では、協同組合がごみ銀行

を運営しており、ごみを各家庭から買い取る仕組みが確立していることか

ら、今後も協同組合によって活動が継続される。さらに設置したＭＣＫを通

じて衛生的な水場が使用されることで、汚染された水が原因で病気に罹る

住民は長期に渡って減少することが期待される。 

 


